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自己紹介

山田 剛一 （やまだ こういち）

自然言語処理の研究者

意味解析 → 情報検索 → Web …

ソーシャルブックマーク関連では…

スパマー検出もやっています

「はてバーぶろぐ」はスパマー判定されるかも



ソーシャルブックマークは熱いか? （１）

今現在の話題性としては断然 twitter
一般人にわかりやすい

「つぶやき公開」は説明不要

対して「ブックマーク公開」は意味不明

速報性のメリットもわかりやすい

本体の機能が単純

西谷さんも研究会を立ち上げ



ソーシャルブックマークは熱いか? （２）

はてブが 2.0 になる時の熱気はどこに?

なにかが変わるという期待感があった

ユーザ数は増えているが？

お気に入りを使いこなして情報を集めようとする層は限られて

いる

それにお金を出す層はさらに少ない

「ソーシャルブックマーク」の範疇を越えない限り、一般

人が使うサービスにはなり得ないのかも…



ソーシャルブックマークは熱いか? （３）

ただ、認知度は大きく向上している

「ああ、意見が集まっているところでしょ？」

2ch と同じで、

書く人は少なくても読む人は多い

アカウントを持っていない人にもアピール

→ メディアとしての存在感は増大



認知されているのは…
ブックマーク一覧ページ

すべてのWebコンテンツに対する

コメントが集積する裏ページとして



一般人（＝非ユーザ）による利用

人気エントリーを見る際に

先にコンテンツではなく

コメントを確認する

ニュースやブログを読んで

なにかおかしいと感じたときに

コメントを確認して

安心する/がっかりする

自分のブログに対する

コメントが気になって

通勤中に確認をする



問題点

ブックマーク数の多いコンテンツ

→ コメントが多すぎて読みきれない

コメントの内容はなんでもあり

→ 読む意味のないコメントが多い

コンテンツを見た上でないとわからないコメントと

見る前でも参考になるコメントが混在

コメントのフィルタリングが必要



コメントのフィルタリングができれば

もちろん時間の節約に

狭い場所への埋め込み

ブログの記事の下

検索エンジンの結果ページ

コンテンツの内容を推測するのに

役立つコメントだけを選択

ブログ著者向けのコメント確認ツール

反論や、炎上につながるコメントだけを提供



コメントのフィルタリング

フィルタリングを実現するには？

→ コメントの分類が必要

そもそもソーシャルブックマークのコメントとは？

自分のためのメモ → 他人に対しての意見表明

（共有サービスから議論の場へと変容）

コメントの分類・調査



コメントの分類・調査（１）

ソーシャルブックマーク「本来の」コメント

→ タグでは表現できない情報を付与

メタ情報としての要約・引用が主体

はてなブックマークのコメント

→ 他人の目を意識した意見・感想が主体？

過去の del.icio.us の調査では意見・感想が15%程度

はてなブックマークは明らかに異なる性質



コメントの分類・調査（２）

要約・引用 (「本来の」使い方) vs. 意見・感想

意見・感想のうち、数の多い

・評価、

・疑問、

・予想・希望

を独立



例： 対象コンテンツ



例：要約



例：引用



例：意見・感想



例：評価



調査対象

「はてなブックマーク」†の人気エントリーで

ブックマーク数が100以上のもの

調査期間 2009/1/9~2009/1/14
８つのカテゴリー‡より、24コンテンツを選択

ブックマーク数 4285 、 コメント数 1396

†はてなブックマーク http://b.hatena.ne.jp/
‡８つのカテゴリー

「社会」「政治・経済」「生活・人生」「スポーツ・芸能・音楽」

「科学・学問」「コンピュータ・IT」「ゲーム・アニメ」「おもしろ」



調査１: コメント記入率
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調査2: コメント分類 （全体）
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要約・引用 (本来の使い方) vs. それ以外

意見・感想

のうち、

・評価、

・疑問、

・予想・希望

を独立



調査2: コメント分類 （全体）
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意見・感想が過半数

← 意見表明の場として機能している



調査2: コメント分類 （カテゴリー別）
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「意見・感想」が最も多いのは「政治・経済」
最も少ないのは「スポーツ・芸能・音楽」
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調査のまとめ

意見・感想が過半数

意見・感想が多いのは分野によらない

ブックマーク一覧

＝ コメントによる意見表明の場



フィルタリングに向けて
問題点（再掲）

コンテンツを見た上でないとわからないコメントと

見る前でも参考になるコメントが混在

コンテンツをまだ見ていない人
「要約」「引用」

コンテンツをすでに見た人
「疑問」「予想・希望」「補足」

コンテンツの既読/未読を問わない任意の人

「意見・感想」「評価」



言語表現の分析による分類

コンテンツをまだ見ていない人
「要約」「引用」

→ 引用表現、対象コンテンツの内容との比較

コンテンツをすでに見た人
「疑問」「予想・希望」

→ 主文述部の文末表現の特徴を利用

「補足」
→ URLやIDを検出

（これらを含まないものは意見・感想に含める）

コンテンツの既読/未読を問わない任意の人

「意見・感想」「評価」
→ 上記以外

（評価を分離する場合には評価表現を抽出）



「意見・感想」 vs.「要約」「引用」

コメントの言語表現だけを見ていても

「意見・感想」かは判断できない

引用元・要約元の記事の内容が

「意見・感想」に分類される表現を持つかも

コンテンツを取得し、

「要約」「引用」かを先に判断



「要約」「引用」の判定

コンテンツを取得しその内容と比較

コメント・コンテンツの双方を形態素解析

一語、二語のコメントは除外

「引用」：形態素列（用言も含む）の完全一致

でほぼok

「要約」：コメントの単語集合に含まれるコン

テンツ内の単語の割合（7割で実験）



「意見・感想」の細分類

言語表現の特徴による分類

「疑問」「予想・希望」は主に文末表現

形態素解析はしている

構文解析をしているがいまのところ不要

評価表現をきちんと扱う場合には

評価対象の特定に必要

ほぼとれている



まとめ

ブックマーク一覧ページのコメントは

意見表明のための新しいメディア

コメントのフィルタリングがあるとよい

対象コンテンツの既読/未読による分類

言語表現による自動分類を検討

まずは「要約」「引用」vs.「意見・感想」を実験中

ご清聴ありがとうございました。


